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育
委
員
会
が
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
指
導
・
協
力
の
も
と
に
実
施
し
た
も
の
と
が
あ
る
。

一
、
遺
跡
か
ら
の
出
土
品
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
と
国
分
市
郷
土
館
に
保
管

・
展
示
さ
れ
て
い
る
。

一
、
発
掘
調
査
は
、
鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
姶
良
町
）
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
し
た
も
の
と
、
国
分
市
教

一
、
国
分
市
内
の
縄
文

・
弥
生

・
古
墳

・
歴
史
時
代
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
を
取
り
上
げ
た
。

凡
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国分市の遺跡

国
分
市
の
遺
跡

私
た
ち
の
住
む
国
分
市
は
、
鹿
児
島
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
東
は
福
山
町
、
西
は
隼
人
町
、
北
は
霧
島
町
・
財
部
町
と
境

界
を
接
し
、
南
は
鹿
児
島
湾
（
錦
江
湾
）
に
面
し
て
い
る
。
県
都

鹿
児
島
市
か
ら
約
三
〇
樟
の
距
離
に
あ
り
、
鹿
児
島
国
際
空
港
か

ら
約
一
〇
棧
、
約
二

0
分
の
至
近
距
離
に
あ
る
。
交
通
路
は
国
道

1
0号
線
、
ニ
ニ

0
号
線
、

J
R
日
豊
本
線
が
市
内
を
通
り
、
さ

ら
に
近
く
に
は
九
州
縦
貫
自
動
車
道
が
走
る
交
通
の
要
衝
と
な
っ

て
い
る
。

市
内
の
地
勢
は
、
低
地
（
平
野
）
、
台
地
、
山
地
の
三
区
分
に

大
別
さ
れ
、
中
部
、
東
部
一
帯
に
広
が
る
シ
ラ
ス
台
地
及
び
丘
陵

地
と
、
西
部
に
広
が
る
沖
積
平
野
及
び
海
岸
干
拓
地
か
ら
形
成
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
低
地
部
の
国
分
平
野
は
、
山
間
か
ら
発

す
る
天
降
川
、
手
籠
川
、
検
校
川
等
の
河
川
が
土
砂
を
運
搬
堆
積

し
形
成
し
た
三
角
洲
性
沖
積
平
野
で
、
北
部
は
霧
島
火
山
群
が
連

な
り
、
東
部
は
高
隈
山
系
に
接
し
て
い
る
。

高
隈
山
系
は
日
本
外
帯
山
系
に
属
し
、
鹿
児
島
湾
奥
地
溝
の
た

め
生
じ
た
傾
動
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
り
、
主
に
中
世
層
か
ら
な
っ
て
い

る
。
一
部
安
山
岩
も
み
ら
れ
る
が
、
か
な
り
の
標
高
ま
で
（
二
五

〇
認
か
ら
三
五

0
訳
）
熔
結
凝
灰
岩
、
シ
ラ
ス
、
火
山
灰
等
に
覆

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
か
ら
噴
出
し
た
入
戸
火

砕
流
（
別
名
シ
ラ
ス
）
に
よ
る
も
の
で
、
シ
ラ
ス
の
堆
積
し
た
台

地
が
多
い
の
は
国
分
市
を
含
め
鹿
児
島
湾
北
一
帯
に
共
通
し
た
特

徴
で
、
本
市
で
は
北
部
、
東
部
に
か
け
て
国
分
市
全
体
面
積
の
約

七
〇
貯
を
占
め
て
い
る
。
シ
ラ
ス
は
細
砂
粒
子
が
多
い
た
め
透
水

性
が
顕
著
で
乾
燥
時
は
安
定
し
て
い
る
が
、
降
雨
時
に
は
軟
弱
に

な
り
、
流
水
作
用
を
受
け
、
浸
食
・
崩
壊
等
が
絶
え
な
い
。

国
分
平
野
に
分
布
す
る
未
固
結
堆
積
物
は
、
洪
積
世
、
沖
積
世

の
も
の
で
、
河
川
の
流
水
作
用
を
受
け
中
州
状
の
丘
陵
地
や
河
岸

段
丘
を
形
成
し
て
い
る
。
堆
積
物
は
、
山
間
部
か
ら
発
す
る
河
川

が
土
砂
を
運
搬
し
た
も
の
で
、
軽
石
及
び
火
山
ガ
ラ
ス
が
多
量
に

混
在
し
、
軟
弱
な
地
質
を
形
成
し
て
い
る
。

遺
跡
の
分
布
も
、
地
形
に
呼
応
す
る
よ
う
に
点
在
し
て
お
り
、

と
く
に
沖
積
平
野
（
国
分
平
野
）
か
ら
カ
ル
デ
ラ
（
シ
ラ
ス
）
台

地
に
か
け
て
の
山
麓
付
近
と
平
野
に
面
す
る
カ
ル
デ
ラ
台
地
上
に

集
中
し
て
い
る
。

ラ
台
地
）

旧
石
器
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
(
-
九
七

四
）
か
ら
五
十
三
年
に
か
け
て
、
隣
接
す
る
溝
辺
台
地
（
カ
ル
デ

で
行
わ
れ
た
九
州
縦
貫
道
路
の
発
掘
調
査
に
お
い
て

715 



発掘調査報告

二
、
三
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
城
山
山
頂

遺
跡
や
上
野
原
遺
跡
か
ら
黒
曜
石
の
細
片
が
出
土
し
て
い
る
の

で
、
今
後
国
分
市
周
縁
部
の
段
丘
傾
斜
地
や
平
野
に
延
び
る
舌
状

台
地
上
に
お
い
て
遺
跡
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
で
て
き
て
い

る。
縄
文
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
最
近
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
縄

文
時
代
早
期

・
後
期

・
晩
期
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
と
く

に
縄
文
時
代
早
期
の
平
桁
貝
塚
・
上
野
原
遺
跡
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
が
、
そ
の
外
に
も
後
期

・
晩
期
の
遺
跡
と
し
て
鍛
冶
屋
馬
場

遺
跡

・
妻
山
元
遺
跡

・
矢
祢
前
遺
跡

・
大
野
原
遺
跡

・
志
明
寺
遺

跡

・
ロ
輪
野
遺
跡
な
ど
が
あ
り
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
さ
ら
に

詳
細
な
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

弥
生
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
最
近
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、
上
野
原
遺
跡
の
調
査
に
よ
っ
て
弥
生
時
代
の
土
器
片

及
び
住
居
跡
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
分
高
校
か
ら
住
居
跡
及

び
破
砕
鏡
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
発
掘
調
査
に
よ
っ

て
、
他
の
時
代
に
比
べ
て
著
し
く
少
な
か
っ
た
弥
生
時
代
の
遺
跡

も
さ
ら
に
発
見
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

古
墳
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
国
分
市
全
域
か
ら
成
川
式
土
器

が
出
土
し
て
い
る
。
と
く
に
、
沖
積
平
野
（
国
分
平
野
）
か
ら
カ

ル
デ
ラ
（
シ
ラ
ス
）
台
地
に
か
け
て
の
山
麓
付
近
と
平
野
に
面
す

る
カ
ル
デ
ラ
台
地
上
に
集
中
し
て
お
り
、
矢
祢
前
遺
跡

・
上
野
原

遺
跡
・
城
山
山
頂
遺
跡

・
妻
山
元
遺
跡

・
内
野
々
遺
跡
な
ど
多
数

点
在
し
て
い
る
。
一
方
、
国
分
地
域
で
は
高
塚
式
古
墳
は
一
基
も

発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
府
中
に
あ
る
亀
の
甲
遺
跡
は
昭

和
二
十
八
年
、
向
花
小
学
校
校
舎
工
事
に
際
し
、
地
下
式
土
塙
と

思
わ
れ
る
遺
構
が
発
見
さ
れ
、
多
数
の
副
葬
品
が
出
土
し
た
。
と

く
に
金
銅
製
三
累
環
柄
頭
附
直
刀
は
特
記
す
べ
き
遺
物
で
あ
り
、

遺
構
を
含
め
、
今
後
さ
ら
に
調
査
が
必
要
に
な
ろ
う
。

歴
史
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
、
大
隅
国
府

・
国
分
寺
が
置
か
れ

た
地
域
で
も
あ
り
、
ま
た
歴
史
の
古
い
神
社

・
寺
院
址
も
多
く
、

当
然
多
く
の
遺
跡
が
予
想
さ
れ
る
。
歴
史
時
代
の
遺
跡
は
、
弥
生

・
古
墳
時
代
の
社
会

・
文
化
の
基
盤
の
上
に
成
立
し
、
し
か
も
後

世
に
も
影
響
力
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
重
層
関
係
で

発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
。
と
く
に
、
国
分
は
大
隅
国
の
中
心

地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
年
大
隅
国
分
寺
に
関
係
す
る
遺
跡
に

つ
い
て
は
発
掘
調
査
を
通
じ
て
あ
る
程
度
の
成
果
を
得
た
が
、
ま

だ
ま
だ
寺
域
、
伽
藍
配
置
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
の
ま
ま
で

あ
る
。
ま
た
、
大
隅
国
府
（
国
術
）
跡
や
大
隅
国
分
尼
寺
跡
に
つ

い
て
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
が
期
待
さ
れ
る
。
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一国分市の遺跡

表 1 国分市埋蔵文化財包蔵地一覧表

番号 遺跡名 所在地 地形 時代 遺 物 等 備 考

10--1 平 桁 上井201 山麓 縄ー前 平桁式 昭46・47発掘調査

2中囲貝塚 上井一条 II 縄一早 土器 ・押型式 ・石器 ・人骨

3椎 屋 原 上之段椎屋原 畑地 縄ー後

4鍋 迫 上之段鍋迫 台地 縄 ・古 土器・成川式

5気色の杜 府中町 小台地 弥 土器 ・石斧 ・祭器

6 岡 見 山 府中町 台地 弥 ・歴 土器 ・瓦

7智 尾 岡 消水弟子丸乳尾 平地 弥ー後 土器 勾玉出土（清水村史）

8菌 田 上小川園田 II II II 

9平 下 原 平山平之原 台地 弥 土器 ・高杯 ・石斧

10 浮 塚 郡田浮石 II 弥前・後 土器・石斧

11 塚 脇 A 上之段塚脇 山林 縄 ・弥 土器

12 塚 脇 B 県種畜場飼料場 台地 弥 II 

13 大 野 原 川原黒石大野原 II I/ 土器 ・磨製石斧

14 志 明 寺 重久春山原志IIJj寺 II II 土器

15 口 輪 野 川原口輪野 山麓 }} 

16 大 平 上小川大平 II II 

17 こがの杜 姫城木ケ森 畑地 弥・歴

18 .1L ~ 山 原 重久立山原 II 弥

19 城山山頂 上小川新城 山頂 縄 ・古 吉田式 ・土師器（布留式）須恵器 昭52・53発掘調査

20 妻 山 元 中央2-2819山麓 II 黒川式 ・成川式・須恵器・住居跡 昭59発掘調査

21 竹 渡 A 上之段竹渡 畑地 古 土師器 ・成JII式・須恵器

22 竹 渡 B 上之段竹渡 JI II JI 

23 堂 ケ 原 上之段堂ケ原 II II 成/II式

24 藤 ケ 尾 上之段藤ケ尾 II II 成川式 ・土師器

25 後 JII 内 上之段後川内 II II II 

26 東原 A 川内東原 I/ II II 

27 中 原 上の段中原 II II II 

28 水 ケ 迫 上之段水ケ迫 II II II 

29 堂 ケ 尾 川内堂ケ尾 II II 成川式

30 桶 脇 上井桶脇 山麓 II 成川式 ・土師器

31 白蔵原 A 川原白蔵原 畑地 II II 

32 鷹 原 川原鷹原 山 麓 II 成川式

33 竹 下 姫城竹下 畑地 古・歴 土師器

34 下 外 戸 姫城下外戸 II 古 成川式

35 中 平 野 上郡田中平野 II II II 

36 星 合 原 川原星合原 II II II 

37 茅 落 上郡田茅落 II II II 

38 甚 ケ 原上郡田甚ケ原 II II 成川式 ・土師器

39 前 畑 上郡田前畑 II I} 成川式 ・土師器 ・青磁 ・磨石

40 外 戸 即•. 
上郡田外戸前 II II 成川式
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番号 遺跡名 所在地 地形 時代 遺 物 等 備 考

10-41 猿 喰 上郡田猿喰 畑地 古 成川式

42 牧 神 重久牧神 II II 成川式・土師器

43 新 開 込 重久新開込 II II 成川式

44 桃ヶ迫 A 重久桃ヶ迫 II II 成川式・土師器

45 星 熊 原 重久星熊原 II II II 

46 白蔵原 B JII原白蔵原 II II II 

47 内 野 々 重久内野々 II 縄 ・古 土器・成川式 ・須恵器

48 大 久 保 重久大久保 II 古 成/II式 ・土師器・黒曜石

49 大 王 坂 敷根大王坂 II 古 ・歴 土師器 ・青磁

50 弥 勒 寺 野口弥勒寺 II 古 成川式

51 亀 ノ 甲府中町 II II 土師器 ・須恵器・金環

53 大隅国府跡 府中町 II 歴 瓦

54 旧台明寺 台明寺柿迫 山麓 II 層塔 ・五輪塔・板碑 ・砦崖仏

55 台 明 寺 台明寺紙田 段丘・水田 II 歴代住僧碑

56 念 仏 寺 重久道場口 山麓 II 五輪塔 ・方柱塔袈

57 追、土 寿 寺 中央 1-19 II II 島津家墓地

58 清 水 寺 清水中宇都 II II 連碑

59 渕 竜 院 上井宇都 II II 

60 吉 祥 院 重久剣之宇都 II II 十三仏 ・宝医印塔

61 清水城跡 清水外城 山岳 中世 禿倉・通路

62 橘木城跡 重久吉永 II II 骨壺・経筒 ・禿倉・墓 東襲山村史の地誌

63 上井城跡 上井一条 II II 国分諸古記地誌

64 敷根城跡 敷根（長尾城） II II 

65 姫城城跡 姫城城山 II II 

66 国分屋形跡 上小/II鐘突 山麓 II 石垣（舞鶴城） 国分小学校敷地

67 忠将屋形跡 清水外城 II II 屋形跡

68 鼻連山城跡 中央 1-10 丘陵 II 龍昌寺跡 ・六地蔵塔 旧訊雑録・国分諸古記

69 郡田小城跡 郡田小城 II II 旧記雑録

70 渡瀬ノ陣地跡 川内渡瀬 山 頂 II 空堀 三国名勝図絵

71 桂姫城跡 上之段尾谷 山谷 不明 II 

72高松城跡 郡田高松 山頂 II II 

73惣陣が丘 上之段塚脇 II 中世

74 大隅国分寺跡 中央 1-1794平地 歴 瓦・ 層塔 ・自然形塔姿 昭56発掘調査

75 塚 脇 C 上之段塚脇 台地 縄・古 土器 ・成川式

76 上野原テクノ 上之段上野原 II 縄・弥 土器・住居跡

77 大隅国分寺跡 中央1-1749平地 歴 瓦・土師器・須恵器 昭62・63発掘調査

78桃ヶ迫 B 重久桃ヶ迫 畑地 古 成川式・土師器

79 東 原 B 上之段東原 II II II 

80 敷根火薬製造所跡 敷根彦田 山麓 近代 用水路 ・水車跡
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国分市内の各遺跡

ひ
ら
か
こ
い

平

栴

遺

跡

国
分
市
上
井
に
所
在
す
る
縄
文
時
代
早
期
後
半
の
平
栴
式
土
器

を
標
式
と
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
平
桁
遺
跡
は
、
国
分
市
街
地
の
東

南
部
で
、
沖
積
平
野
に
延
び
た
丘
陵
の
末
端
部
の
南
斜
面
に
立
地

し
、
標
高
二
〇
討
の
段
々
畑
に
位
置
す
る
。
平
桁
遺
跡
は
貝
殻
が

採
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
平
桁
貝
塚
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
貝

塚
の
根
拠
が
無
い
こ
と
か
ら
、
現
在
は
平
桁
遺
跡
と
呼
ば
れ
る
よ

昭
和
四
十
六
年
(
-
九
七
一
）
の
六
月
と
八
月
の
二
回
、
河
口

貞
徳
氏
が
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
四
十
七
年
の
報
告
に
よ
る
と
、

地
層
は
三
層
に
分
か
れ
、
吉
田
式
土
器
、
前
平
式
土
器
、
押
型
文

土
器
、
変
形
撚
糸
文
土
器
、
平
桁
式
土
器
、
塞
ノ
神
式
土
器
な
ど

の
土
器
が
層
序
を
保
っ
て
出
土
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

平
桁
式
土
器
を
ー
式
、

II
式
の
二
型
式
に
、
塞
ノ
神
式
土
器
を
Aa

式、

Ab
式、

BC
式、

Bd
式
の
四
型
式
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
、
サ
メ
歯
製
の
耳
飾
り
が
出
土
し
て
い
る
。

標
式
と
な
っ
た
平
桁
式
土
器
は
、
最
初
は

I
式
と

II
式
に
分
け

ら
れ
た
。

I
式
の
特
徴
は
、
円
筒
形
の
胴
部
に
ラ
ッ
パ
状
に
開
い

う
に
な
っ
て
い
る
。

ー

国
分
市
内
の
各
遺
跡

た
口
縁
部
の
つ
く
平
底
の
土
器
で
あ
る
。
文
様
は
、
胴
部
に
刻
線

に
よ
る
幾
何
学
を
施
す
タ
イ
プ
で
あ
る
。

II
式
は
、
胴
部
は
わ
ず

か
に
張
り
頸
部
は
し
ま
り
、
口
縁
部
は
ラ
ッ
パ
状
に
開
く
上
げ
底

気
味
の
器
形
を
呈
す
る
。
文
様
は
、
口
縁
部
に
は
ヘ
ラ
描
沈
線
に

よ
る
幾
何
学
文
や
連
点
文
や
刻
目
凸
帯
文
を
描
き
、
胴
部
に
は
結

節
縄
文
を
施
す
タ
イ
プ
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
桁
I
式
土
器
は
他

に
出
土
例
が
み
ら
れ
ず
、
平
桁
II
式
土
器
が
広
く
出
土
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
平
桁
II
式
土
器
の
み
を
平
桁
式
土
器
と
呼
ぶ
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
平
桁
式
土
器
は
、
南
九
州
を
代
表
す
る
早
期
後
半
の
土
器

型
式
で
あ
る
。
そ
し
て
平
桁
式
土
器
は
、
鹿
児
島
県
や
宮
崎
県

・

熊
本
県
の
南
部
、
す
な
わ
ち
南
九
州
に
そ
の
分
布
の
中
心
が
み
ら

れ
る
が
、
九
州
島
全
域
か
ら
も
点
々
と
出
土
し
、
遠
く
島
根
県
や

岡
山
県
か
ら
も
出
土
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
最
近
、
平
桁
式
土
器
に
深
鉢
形
土
器
と
と
も
に
壺
形
土

器
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。
壺
形
土
器
は
、
胴
部
を

張
り
出
さ
せ
た
後
、
す
ぼ
ま
せ
な
が
ら
細
口
の
口
縁
に
い
た
る
徳

利
状
の
器
形
の
土
器
で
あ
る
。
口
縁
部
は
粘
土
紐
を
貼
っ
て
肥
厚

さ
せ
て
い
る
。
肥
厚
さ
せ
た
口
縁
か
ら
頸
部
付
近
に
は
深
鉢
形
土

器
同
様
の
文
様
を
施
文
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
器
形
的
な
特
徴
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縄文時代早期の平桁遺跡（矢印）

二゚
図3 縄文時代早期後葉の土器

（平桁遺跡）河口1972

を
も
っ
た
無
文
の
壺
形
土
器
も
み
ら
れ
る
。

【
引
用
文
献
】

「塞
ノ
神
式
土
器
」

『鹿
児
島
考
古
』
第
6
号

一
九
七
二

河
口
貞
徳

「
縄
文
早
期
の
壺
形
土
器
」

『南
九
州
縄
文
通
信
』
地
4

一
九
九

一

新
東
晃
一

図4 縄文時代早期後葉の土器（平桁遺跡出土）

河口1972
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国分市内の各遺跡

上
野
原
遺
跡

上
野
原
遺
跡
は
、
国
分
市
上
之
段
堂
ケ
尾
に
所
在
す
る
。
遺
跡

は
、
市
街
地
の
東
南
部
に
位
置
し
、
鹿
児
島
湾
奥
の
姶
良
カ
ル
デ

ラ
の
火
口
壁
に
続
く
標
高
約
二
六
〇
討
の
台
地
上
に
立
地
す
る
。

遺
跡
の
立
地
す
る
台
地
一
帯
は
、
通
称
上
野
原
台
地
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
お
よ
そ
こ
の
台
地
一
帯
は
、
縄
文
時
代
早
期
か
ら
歴
史
時

代
に
か
け
て
の
遺
跡
が
連
綿
と
続
い
て
い
る
。

台
地
の
南
は
鹿
児
島
湾
に
接
し
、
北
と
西
を
検
校
川
の
支
流
の

鎮
守
尾
川
が
走
り
深
い
谷
を
形
成
し
、
独
立
丘
陵
状
を
呈
し
て
い

2
 

.!) 鬱f 

。一
10cm 

"--.. 
図5 縄文時代早期中葉の土器

（平桁遺跡出土）

る
。
遺
跡
は
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
火
口
壁
に
添
う
よ
う
に
立
地

し
、
前
面
に
桜
島
、
背
後
に
霧
島
連
峰
が
連
な
り
、
穏
や
か
な
鹿

児
島
湾
と
広
大
な
国
分
平
野
が
眼
下
に
眺
望
で
き
る
す
ば
ら
し
い

景
観
と
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

鹿
児
島
県
は
、
こ
の
台
地
の
約
八
六
診
を
『
国
分
上
野
原
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
』
と
し
て
、
先
端
技
術
産
業
等
の
内
陸
工
業
団
地
を
造

成
し
、
企
業
誘
致
が
行
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
五
十
九
年
(
-
九
八
四
）
、
県
文
化
課
は
、
造
成
に
先
立

ち
本
地
域
の
遺
跡
分
布
調
査
を
実
施
し
た
が
、
遺
跡
の
確
認
に
は

い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
六
十
一
年
に
一
工
区
の
造
成
中
に

遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
同
年
十
一
月
に
一
工
区
の
発
掘
調
査

（
一
工
区
）
と
四
工
区
の
確
認
調
査
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
、
平

成
三
年
（
一
九
九
一
）
に
は
三
工
区
の
確
認
調
査
を
実
施
し
、
縄

文
時
代
早
期
か
ら
歴
史
時
代
に
か
け
て
の
遺
跡
が
確
認
さ
れ
た
。

協
議
の
結
果
、
三
工
区
に
つ
い
て
は
平
成
四
年
か
ら
六
年
の
三
か

年
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
多
大
の
成
果
を
得
て
す
で

に
終
了
し
て
い
る
。
四
工
区
に
つ
い
て
は
平
成
七
年
か
ら
八
年
の

二
か
年
に
か
け
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

発
掘
調
査
の
成
果
は
、
一
工
区
、
三
工
区
、
四
工
区
と
も
時
代

及
び
文
化
と
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

723 



発掘調査報告

一
工
区
は
、
弥
生
時
代
の
中
期
末
に
該
当
す
る
竪
穴
住
居
跡
五

軒
と
掘
立
柱
建
物
跡
二
棟
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構

は
、
東
西
に
並
ん
だ
二
棟
の
掘
立
柱
建
物
跡
を
北
か
ら
西
、
南
に

囲
む
よ
う
に
五
軒
の
竪
穴
住
居
跡
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

五
軒
の
竪
穴
住
居
跡
は
、
直
径
約
三
認
か
ら
六
討
の
大
き
さ
の

平
面
プ
ラ
ン
の
住
居
跡
で
、
基
本
的
に
は
中
央
部
が
一
段
深
く
、

周
囲
に
花
弁
状
の
ベ
ッ
ド
状
遺
構
を
備
え
た
い
わ
ゆ
る
花
弁
形
住

居
跡
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
の
期
の
住
居
跡
は
隣
接
す

る
平
成
八
年
度
調
査
中
の
四
工
区
で
も
検
出
さ
れ
て
お
り
、

I
エ

区
の
弥
生
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
初
頭
の
集
落
は
か
な
り
広
い
範

囲
に
広
が
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ニ
エ
区
は
、
縄
文
時
代
早
期

・
前
期

・
後
期

・
晩
期
、
弥
生
時

代
中
期
、
古
墳
時
代
、
平
安
時
代
等
各
期
の
遺
構
や
遺
物
が
発
見

さ
れ
て
い
る
が
、
遺
跡
の
中
心
は
早
期
後
半
の
平
桁
式
土
器
の
時

期
で
あ
り
、
質

・
量
と
も
群
を
抜
い
て
い
る
。
ま
た
、
縄
文
時
代

早
期
の
遺
構
は
、
集
石
遺
構
が
約
二
0
0基
検
出
さ
れ
注
目
さ
れ

た
。
縄
文
時
代
後
期
に
は
、
約
九

0
基
の
落
と
し
穴
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
弥
生
時
代
と
古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
各

一
軒
、
平
安
時
代
の
掘
立
柱
建
物
跡
が
五
棟
発
見
さ
れ
て
い
る
。

最
近
、
南
九
州
の
注
目
さ
れ
る
縄
文
時
代
早
期
の
出
土
遺
物
に

一
九
九
五

一
九
八
八

壺
形
土
器
が
あ
る
が
、
本
遺
跡
で
は
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
な

か
で
も
平
成
六
年
度
に
、
対
で
埋
納
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
壺

形
土
器
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
縄
文
時
代
早
期
の
多
数

の
土
製
耳
飾
り
の
出
土
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
土

偶
、
用
途
不
明
の
土
製
品
、
小
型
土
器
、
環
状
石
斧
、
多
数
の
異

形
石
器
等
の
祭
祀
的
な
色
彩
の
遺
物
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
と

く
に
、
土
製
耳
飾
り
は
縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
の
遺
物
で
あ

り
、
南
九
州
の
縄
文
時
代
早
期
文
化
の
早
熟
ぶ
り
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。南
九
州
で
は
縄
文
時
代
草
創
期
の
調
査
が
相
次
ぎ
、
他
の
地
域

に
先
駆
け
て
定
住
社
会
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い

る
が
、
上
野
原
遺
跡
の
調
査
に
よ
っ
て
、
次
の
縄
文
時
代
早
期
に

は
す
で
に
安
定
し
た
社
会
が
形
成
さ
れ
、
高
度
な
精
神
文
化
が
発

達
し
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
参
考
文
献
】

「
鹿
児
島
県
上
野
原
遺
跡
」

『日
本
考
古
学
年
報
』
三
九
、

長
野
真

「
鹿
児
島
県
上
野
原
遺
跡
」

『日
本
考
古
学
年
報
』
四
六
、

中
村
耕
治
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一 国分市内の各遺跡
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図6 弥生時代の住居跡（上野原遺跡）
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図7 縄文時代の特殊な遺物（上野原遺跡出土）
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も
と
お
さ
と

本
御
内
遺
跡

本
御
内
遺
跡
は
、
国
分
市
中
央
二
丁
目
の
鹿
児
島
県
立
国
分
高

等
学
校
敷
地
内
に
所
在
す
る
。
本
遺
跡
は
、
国
分
市
街
地
北
側
の

城
山
山
麓
の
標
高
約
一

0”
い
に
位
置
し
、
慶
長
九
年
（
一
六

0

四
）
に
完
成
し
た
「
舞
鶴
城
跡
」
の
一
角
と
そ
の
周
囲
の
「
衆
中

屋
敷
」
に
あ
た
る
。
遺
跡
は
、
城
山
山
麓
の
沖
積
面
に
遺
構
、
遺

物
包
含
層
は
存
在
し
て
い
る
。

本
御
内
遺
跡
は
、
平
成
四
年
(
-
九
九
二
）
、
五
年
、
六
年
、

八
年
の
四
次
に
わ
た
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
発
掘
調
査

は
、
い
ず
れ
も
鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
て
い
る
。

一
次
（
平
成
四
年
）
と
二
次
（
五
年
）
の
調
査
は
、
市
道
建
設

部
分
と
国
分
高
等
学
校
体
育
館
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
で
あ
る
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

弥
生
時
代
は
、
比
較
的
に
小
範
囲
で
は
あ
る
が
、
重
要
な
遺
構

や
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
ず
、
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、
「
方

格
T
字
鏡
」
の
破
砕
鏡
が
あ
る
。
「
方
格

T
字
鏡
」
は
、
復
元
径

約
七
代
后
で
、
外
帯
に
三
角
鋸
歯
文
を
巡
ら
せ
、
内
区
に

T
字
を

刻
す
も
の
で
あ
る
。
鏡
は
破
砕
さ
れ
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
（
破
砕
鏡
）

3
 

近
世
の
遺
構
で
は
、
舞
鶴
城
館
南
面
の
大
手
門
に
通
じ
る
と
い

と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
る
。
破
砕
鏡
の
周
辺
か
ら
は
大
分
県
を
中

心
と
す
る
「
安
国
寺
式
土
器
」
も
出
土
し
、
破
砕
鏡
と
の
関
連
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
破
砕
鏡
は
中
・
四
国
地
方
や
東
九

州
に
出
土
例
が
多
く
、
安
国
寺
式
土
器
と
と
も
に
こ
の
地
に
持
ち

こ
ま
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
隣
接
し
て
二
本

柱
の
竪
穴
式
住
居
跡
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
時
代
で
は
、
成
川
式
土
器
の
包
含
層
が
検
出
さ
れ
、
大
量

の
甕
形
土
器
や
壺
形
土
器
、
鉢
形
土
器
、
手
捏
ね
土
器
（
ミ
ニ

チ
ュ
ア
）
が
出
土
し
て
い
る
。

古
代
の
遺
構
は
、
中
世
の
大
溝
と
重
な
っ
て
そ
の
下
の
埋
土
中

か
ら
、
縄
目
瓦
や
布
目
瓦
を
出
土
す
る
断
面
が
＞
字
状
の
溝
が
検

出
さ
れ
て
い
る
。
な
か
に
は
、
唐
草
文
を
施
し
た
軒
平
瓦
も
含
ま

れ
て
い
る
。

中
世
の
遺
構
は
、
多
数
の
水
田
跡
と
そ
れ
に
伴
う
畦
畔
及
び
溝

跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
特
に
東
西
に
走
る
幅
約
一
・
五
討
の
大

溝
は
、
国
分
寺
域
内
で
発
見
さ
れ
る
＞
字
溝
と
同
じ
方
向
で
あ

り
、
そ
の
関
連
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
に
は
、
輸
入
陶

磁
器
の
青
磁
や
白
磁
の
他
、
土
師
器
の
坪
や
皿
類
が
多
数
出
土
し

て
い
る
。
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城
山
山
頂
遺
跡

城
山
山
頂
遺
跡
は
、
国
分
市
上
小
川
字
新
城
に
あ
り
、
国
分
平

野
の
東
端
中
央
部
に
突
出
し
た
標
高
一
九
ニ
・
六
認
の
山
塊
の
頂

上
平
坦
部
に
位
置
し
、
大
隅
国
の
中
枢
部
で
あ

っ
た
国
分
平
野
を

一
望
の
下
に
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
天
然
の
要
害
上
に
立
地
し
た

遺
跡
で
あ
る
。

こ
の
城
山
は
、
慶
長
九
年
（
一
六

0
四
）
島
津
家
第
十
六
代
義

久
が
築
城
し
た
舞
鶴
城
（
現
在
国
分
小
学
校
敷
地
）
の
背
後
に
あ

り
、
城
の
裏
山
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
麓
の
舞
鶴

4
 

わ
れ
る
「
八
間
道
」
の
東
側
石
垣
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
出
土
遺

物
に
は
、
近
世
の
鬼
瓦
や
有
田
焼
・
薩
摩
焼
な
ど
大
量
に
出
土
し

て
い
る
。

平
成
六
年
及
び
八
年
以
降
の
調
査
は
、
校
舎
建
築
や
プ
ー
ル
等

の
建
設
に
伴
っ
た
発
掘
調
査
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
近
世
の
溝
状

遺
構
や
土
坑
等
の
遺
構
に
伴
っ
て
弥
生
土
器
や
古
墳
時
代
の
土
器

（
成
川
式
土
器
）
や
古
代
瓦
等
の
古
い
時
期
の
も
の
が
出
土
し
て

い
る
。
い
ず
れ
も
部
分
的
な
発
掘
調
査
で
調
査
面
積
や
出
土
量
も

少
な
い
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
明
確
な
成
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い

が
、
今
後
の
調
査
と
そ
の
集
大
成
に
よ
っ
て
全
貌
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

城
は
居
館
で
あ
り
、
城
山
は
非
常
時
の
詰
め
城
に
あ
た
り
、
全
山

が
堅
固
な
山
城
で
あ
る
。

こ
の
地
は
、
幕
末
の
薩
摩
藩
の
地
誌

『三
国
名
勝
図
会
』
及
び

明
治
初
年
の
地
誌
「
薩
隅
日
地
理
纂
考
」
に
は
隼
人
城
と
記
し
て

あ
る
。さ
ら
に
『
三
国
名
勝
囮
会
』
に
は
、
隼
人
城
は
「
大
隅
隼
人
の

そ
の
き
み

故
城
址
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
曽
君
の
州
廂
（
ク
ニ
ヤ
シ
ロ
）
」

と
の
記
事
が
あ
り
、
こ
の
伝
承
が
「
宇
佐
八
幡
託
宣
集
」
記
載
の

隼
人
の
七
隈
、
す
な
わ
ち
奴
久
良
・
幸
原

・
神
野
・
牛
屎
・
志
加

そ

お

の

い

わ

き

ひ

め

の

き

牟

．
曽
於
乃
石
城
・
比
売
之
城
の
う
ち
の
曽
於
乃
石
城
に
比
定
す

る
根
拠
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
。

国
分
市
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
九
年
(
-
九

七
四
）
度
か
ら
都
市
公
園
建
設
事
業
を
起
こ
し
、
五
か
年
計
画
で

一
三
•
四
杯
辺
の
城
山
公
園
の
建
設
を
進
め
た
。
当
該
事
業
区
は
周

知
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
を
研
究
者
か
ら
指
摘
さ
れ
、
国
分
市
は
エ

事
を
全
面
的
に
中
断
し
て
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、
遺

跡
の
範
囲
確
認
及
び
発
掘
調
査
に
よ
る
若
干
の
設
計
変
更
な
ど
、

文
化
財
保
護
と
都
市
公
園
建
設
と
の
調
整
を
行
い
、
事
業
計
画
の

年
度
ご
と
に
事
前
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
は
、
昭
和
五
十
一
年

か
ら
五
十
三
年
に
わ
た
っ
て
調
査
を
実
施
し
た
。
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山
頂
の
盛
土
は
平
均

O
・六
討
、
極
端
な
と
こ
ろ
で
は
ニ

・
ニ

討
の
厚
さ
で
、
短
期
間
の
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
調
査
の
み
で
は
旧
地

表
面
を
完
全
に
お
さ
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
各
ト
レ
ン

チ
に
お
い
て
奈
良
•

平
安
時
代
の
土
師
器
片
・
須
恵
器
片
の
出
土

か
く

が
み
ら
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
耕
作
そ
の
他
で
攪
乱
さ
れ
て
い

た。

III
層
上
部
か
ら
は
古
墳
時
代
の
土
師
器

・
成
川
式
土
器
を
主

体
と
す
る
遺
物
包
含
層
が
残
存
し
て
お
り
、
し
か
も
完
形
品
が
密

集
し
て
い
て
住
居
址
の
存
在
を
推
定
で
き
た
。
縄
文
時
代
前
期
の

前
平
式
土
器
片
が
包
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

第
二
次
調
査
で
は
、
住
居
址
群
と
数
多
く
の
ビ
ッ

ト
群
を
検
出

し
た
。
平
面
的
な
落
ち
込
み
プ
ラ
ン
の
検
出
面
で
は
四
基
と
み
な

さ
れ
た
住
居
址
も
掘
り
下
げ
て
み
る
と
九
基
の
複
合
住
居
址
と
な

る
状
態
で
あ
り
、
住
居
址
の
切
り
合
い
関
係
が
本
来
の
基
盤
層
の

残
存
部
も
少
な
く
、
住
居
址
の
数
を
完
全
に
と
ら
え
る
の
は
無
理

こ。t
 調

査
の
結
果
、
第
一
次
調
査
で
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
山
頂
の

平
坦
部
全
域
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
入
り
、
包
含
層
を
破
壊
し
て
土

器
片
を
散
乱
さ
せ
た
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
が
、
土
器
片
の

散
乱
は
山
頂
へ
の
進
入
路
建
設
に
際
し
て
包
蔵
地
の
一
部
が
切
断

さ
れ
、
そ
の
土
地
が
山
頂
全
域
に
ば
ら
ま
か
れ
た
結
果
と
分
か
っ

と
判
断
し
、
住
居
址
群
の
存
在
を
確
認
し
た
段
階
で
と
ど
め
た
。

掘
り
下
げ
を
進
め
た
住
居
址
の
う
ち
七
基
は
住
居
址
の
埋
土
内
に

ふ

る

多
く
の
布
留
式
土
器
片

・
成
川
式
土
器
を
残
し
て
い
た
。
五
世
紀

初
め
ご
ろ
の
も
の
と
み
ら
れ
る
布
留
式
土
器
の
出
土
例
は
本
県
で

は
初
調
査
で
あ
り
、
好
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
柱

穴
と
み
ら
れ
る
ピ
ッ
ト
が
一
五
二
個
検
出
さ
れ
た
。

第
三
次
調
査
で
は
、
第
一
次

•

第
二
次
の
確
認
調
査
に
お
い

て
、
五
世
紀
代
と
み
ら
れ
る
古
い
土
師
器
を
伴
う
住
居
址
群
を
確

認
し
た
。
こ
れ
ら
の
土
師
器
は
、
畿
内

・
北
九
州
に
連
な
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
は
こ
れ
と
時
期
的
に
ほ
ぽ
並
行
す
る
在
地

の
成
川
式
土
器
を
伴
う
住
居
址
四
三
基
（
四
三
竪
穴
一

、
方
形
竪

穴
四
二
）
を
検
出
し
た
。
数
多
く
の
切
り
合
い
関
係
が
み
ら
れ
る

複
合
遺
構
で
、
し
か
も
山
城
築
城
時
に
切
り
落
と
さ
れ
、
完
全
な

も
の
は
残
存
し
て
い
な
い
。

海
岸
平
野
に
き
つ
立
す
る
山
地
上
の
集
落
は
、
軍
事
的
性
格
を

も
っ
た
高
地
性
集
落
と
考
え
ざ
る
を
え
ず
、
五
世
紀
代
に
お
け
る

大
和
朝
廷
の
勢
力
浸
透
を
そ
の
時
代
的
背
景
と
し
て
考
え
な
け
れ

ば
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
径

O
・
八
討
か
ら
十

討
、
深
さ
約

O
・六
認
の
円
形
の
掘
り
こ
み
が
住
居
址
群
の
そ
ば

で
三
個
検
出
さ
れ
、
炭
化
米
が
多
く
出
土
し
た
。
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発
掘
調
査
の
成
果
と
し
て
、
早
い
時
期
の
遺
物
と
し
て
は
、
縄

文
時
代
早
•

前
期
の
前
平
式
土
器
・
吉
田
式
土
器
の
小
破
片
の
散

布
が
見
ら
れ
た
が
、
遺
構
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
主

た
る
遺
物
は
、
五
世
紀
初
め
ご
ろ
の
も
の
、
八
世
紀
初
め
ご
ろ
の

も
の
、
十
六
世
紀
中
ご
ろ
の
も
の
の
三
時
期
に
分
け
ら
れ
、
遺
物

の
量
も
五
世
紀
初
め
ご
ろ
の
も
の
と
八
世
紀
初
め
ご
ろ
の
も
の
が

多
い
。遺
構
は
五
世
紀
初
め
ご
ろ
の
竪
穴
住
居
址
群
と
八
世
紀
か
十
六

世
紀
の
も
の
か
時
期
不
明
の
小
さ
な
掘
立
柱
の
柱
穴
群
が
検
出
さ

れ
た
。
遺
跡
の
立
地
、
遺
物
・
遺
構
か
ら
考
え
て
、
五
世
紀
初
め

ご
ろ
の
高
地
性
集
落
、
八
世
紀
初
め
ご
ろ
の
軍
事
的
拠
点
、
十
六

世
紀
中
ご
ろ
の
山
城
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
。

五
世
紀
初
め
ご
ろ
の
高
地
性
集
落
は
、
そ
の
中
に
介
在
し
た
畿

内
の
布
留
式
土
器
の
出
土
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
五
世
紀
初
め
ご

ろ
に
南
九
州
に
軍
事
的
な
緊
張
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
み
ら
れ
、
こ
れ
は
記
紀
に
い
う
い
わ
ゆ
る
”
ク
マ
ソ
征
討
“
に

あ
て
は
ま
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
八
世
紀
初
め
ご
ろ

に
つ
い
て
は
、
大
隅
国
守
陽
侯
史
麻
呂
殺
害
と
い
う
大
事
件
に
伴

ぅ
”
隼
人
の
反
乱
“
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
以
外
に
な
い
。

宇
佐
八
幡
託
宣
集
に
み
え
る
隼
人
七
城
の
う
ち
、
最
後
ま
で
隼

【
参
考
文
献
】

「城
山
山
頂
遺
跡
」

一
九
八
五

人
た
ち
が
抵
抗
し
た
拠
点
、
す
な
わ
ち
曽
於
乃
石
城
が
、
こ
の
城

山
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
理
由
は
、
周
囲
を
眺

め
た
場
合
、
昔
の
曽
於
郡
の
中
で
の
立
地
条
件
か
ら
考
え
る
と
、

石
城
の
名
を
与
え
て
よ
い
場
所
は
城
山
以
外
に
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

国
分
市
教
育
委
員
会
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国分市内の各遺跡

国
分
市
教
育
委
員
会
は
、
国
分
市
中
央
二
丁
目
地
内
に
お
け
る

市
営
夕
日
ヶ
丘
団
地
敷
地
造
成
工
事
の
最
中
に
現
場
よ
り
土
器
片

に
く
く
し
て
い
る
。

妻
山
元
遺
跡

妻
山
元
遺
跡
は
、
国
分
市
中
央
二
丁
目
の
旧
大
隅
線
金
剛
寺
駅

跡
の
東
側
に
位
置
す
る
。
遺
跡
地
は
、
国
分
市
街
地
の
東
北
側
に

位
置
し
、
後
背
地
に
姶
良
カ
ル
デ
ラ
壁
の
独
立
丘
陵
状
の
通
称
城

山
（
隼
人
城
）
を
控
え
、
南
側
は
鹿
児
島
湾
に
面
し
た
沖
積
平
野

へ
と
広
が
る
標
高
―
二
訳
か
ら
一
〇
認
の
微
高
地
上
に
あ
る
。
本

遺
跡
は
、
遺
跡
名
の
「
妻
山
元
」
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
市
街

地
の
外
れ
の
位
置
（
端
っ
こ
又
は
ツ
マ
）
に
あ
り
、
城
山
へ
の
登

り
口
に
あ
る
。

ま
た
、
本
遺
跡
は
大
隅
国
分
寺
跡
に
関
係
す
る
布
目
瓦
が
出
土

す
る
分
布
地
域
内
に
位
置
し
、
地
形
か
ら
も
沖
積
平
野
で
形
成
さ

れ
た
傾
斜
地
に
あ
り
、
現
在
の
街
並
み
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

古
い
時
期
か
ら
居
住
区
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
場
所
で
も
あ

る
。
本
遺
跡
地
は
江
戸
時
代
初
め
に
舞
鶴
城
（
隼
人
新
城
）
を
築

城
し
た
際
、
舞
鶴
城
に
合
わ
せ
て
区
割
り
を
敷
い
た
た
め
、
そ
れ

ま
で
の
大
隅
国
分
寺
や
大
隅
国
府
を
基
調
と
し
た
街
並
み
か
ら
一

変
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
江
戸
時
代
以
前
の
街
並
み
を
分
か
り

5
 

出
土
の
連
絡
を
受
け
た
。
た
だ
ち
に
、
鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
課

と
遺
跡
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
指
導
を
受
け
た
。

昭
和
五
十
九
年
(
-
九
八
四
）
七
月
か
ら
県
文
化
課
の
協
力
を
得

て
確
認
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
の
結
果
、
古
墳
時
代
後
期
の
成

川
式
土
器

・
住
居
址
等
の
遺
物
・
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
本
調
査
を

同
年
九
月
か
ら
本
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
縄
文
時
代
晩
期
（
黒
川
式
土
器
）
の
遺
物
等
が

出
土
し
た
。
遺
物
は
細
片
で
あ
る
が
磨
滅
さ
れ
て
お
ら
ず
、
接
合

も
I
区
画
を
中
心
に
み
ら
れ
る
。
遺
物
の
垂
直
分
布
の
傾
斜
に

沿
っ
て
出
土
し
、
安
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
一
部
で
は
傾
斜
が
強

く
な
る
た
め
に
遺
物
の
上
下
が
で
て
く
る
。

土
器
に
つ
い
て
は
、
深
鉢
形
土
器
片
、
な
か
で
も
粗
製
土
器
が

多
く
出
土
し
セ
ッ
ト
関
係
を
示
す
明
瞭
な
遺
物
の
出
土
は
な
か
っ

た
。
石
器
に
つ
い
て
は
、
晩
期
に
み
ら
れ
る
打
製
石
斧
や
磨
製
石

斧
．
剥
片
石
器
が
出
土
し
て
い
る
。
な
か
で
も
安
山
岩
を
石
材
と

す
る
石
皿
状
の
石
器
は
、
表
面
が
平
坦
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
縄

文
後
期
な
ど
に
出
土
す
る
石
皿
と
は
形
状
が
異
な
る
平
坦
面
が
ど

の
よ
う
な
工
程
を
経
て
研
磨
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
に
使
用
さ

れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
古
墳
時
代
後
期
（
笹
貫
式
土
器
）

の
竪
穴
住
居
一
三
基
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・
土
塙
一

三
基

・
溝
状
遺
構
七
基
が
検
出
さ
れ
た
。
検
出
さ
れ
た

遺
構
に
つ
い
て
は
、
攪
乱
や
二
次
堆
積
層
に
よ
り
良
好
な
状
態
と

は
い
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
土
壊
二
で
は
、
古
墳
時
代
初
頭
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
土
器
が
セ
ッ
ト
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。
甕
形
・

壺
形
土
器
は
南
九
州
に
お
け
る
弥
生
時
代
後
半
の
様
式
を
引
き
続

け
て
い
る
。
在
地
系
土
器
文
化
と
外
来
系
の
要
素
が
加
わ
っ
た
高

【
参
考
文
献
】

「
妻
山
元
遺
跡
」

一
九
八
九

坪
も
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
住
居
址
の
床
面
か
ら
、
製
鉄
遺
構

わ
ん
が
た
た
＜

が
二
箇
所
検
出
さ
れ
、
精
錬
鍛
冶
炉
に
み
ら
れ
る
椀
形
滓
が
出
土

し
て
い
る
。

国
分
市
教
育
委
員
会
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図17 妻山元遺跡グリッド配置図

第5図は， I, II・Ill区の出0柱状図である．各府については下記に説明を述ぺる．

I層 灰褐色砂層-----……1口表土膚で．束fl!に一部雑認された。

II屑 黒褐色紗荘層…………やや帖質を帯び，多長の砂芸を含む．

Ill屈 茶褐色帖質土層・・・・・・・含水率が高く．軽石やJI!灰岩 • 安山灰等の荘を含む．

Ill層に成Ill式土器片を少量含む．

＂層 足茶椙色9占貿土暦・・・文化層ー含水専！が高く． ＂層下部は枯貨が佳い．軽石 ・i廷灰岩

安山岩等の差を多星に含む．

N層中位に地区により．約）/)cm 

咄し- l 互M の算さで貨褐色バミスl!lが含込

してくる．

v層 貿茶褐色砂荘府

砂や喋の互層で．地区によ

って堆情が異なる．

VI層 明黒褐色帖質土/i'l--文

化層・・約20m-2Smの堆憤

で．含水牢1よ濡い。II区で

は．逼文時代晩l//1のill物が

出土している．，多量の砂荘

を含む．

＂層 明茶褐色紗閉層・・・褐色

の砂層や差の互層で堆情の

様相は V層に類似する．

YJI層 黄渇色粘質土層

IX吊 賀褐色紗荘府

x屑 明褐色紗ぼ府

XI附 11/J 茶色1/」牲 :!:/~

Xll附 I天伐色紗肘

VDll'lからXII/tiまでは．砂や

F-16区 茫の/j_},!を彩成する．

凶18 妻山元遺跡土層柱状図
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図24 出土土器実測図 (SB--012)竪穴住居跡
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発掘調査報告

ま
た
、
本
地
域
は
江
戸
時
代
初
め
に
舞
鶴
城
を
築
城
し
た
際
、

舞
鶴
城
に
合
わ
せ
て
区
割
り
を
敷
い
た
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
大
隅

国
分
寺
や
大
隅
国
府
を
基
調
と
し
た
街
並
み
か
ら
一
変
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
江
戸
時
代
以
前
の
街
並
み
、
す
な
わ
ち
大
隅
国

分
寺
域
を
分
か
り
に
く
く
し
て
い
る
。
反
面
、
現
在
の
街
並
み
と

違
う
方
向
の
（
東
西
南
北
に
走
る
）
遺
構
等
を
検
出
で
き
れ
ば
、

そ
れ
が
大
隅
国
分
寺
の
検
出
に
繋
が
る
有
効
な
手
が
か
り
と
な
っ

て
く
る
。

昭
和
六
十
一
年
（

一
九
八
六
）
、
国
分
市
は
都
市
計
画
事
業
と

し
て
街
路
の
改
良
工
事
を
計
画
し
た
。
そ
の

一
路
線
が
犬
追
馬
場

線
で
、
市
街
地
の
北
側
を
東
西
に
（
延
長
八

0
0訳
、
幅
五
認
）

な
い
。

鍛
冶
屋
馬
場
遺
跡

鍛
冶
屋
馬
場
遺
跡
は
、
国
分
市
中
央
一
丁
目
の
市
道
犬
追
馬
場

線
に
位
置
す
る
。
遺
跡
地
は
、
国
分
市
街
地
の
北
側
に
位
置
し
、

後
背
地
に
姶
良
カ
ル
デ
ラ
壁
の
独
立
丘
陵
状
の
上
の
岡
、
愛
宕

山
、
城
山
を
控
え
、
南
側
は
鹿
児
島
湾
に
面
し
た
沖
積
平
野
へ
と

広
が
る
標
高
―

二
認
か
ら
一
三
認
の
微
高
地
上
に
あ
る
。
と
く

に
、
本
遺
跡
は
大
隅
国
分
寺
の
推
定
寺
域
内
に
あ
り
、
国
指
定
史

跡
と
な
っ
て
い
る
所
か
ら
は
、
わ
ず
か
―
二

0
認
し
か
離
れ
て
い

6
 

走
る
市
道
で
あ
る
。
国
分
市
が
事
業
の
執
行
に
あ
た
り
、
当
該
地

域
の
埋
蔵
文
化
財
の
有
無
を
国
分
市
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
地
が
大
隅
国
分
寺
跡
に
非
常
に
近

く
、
又
周
辺
か
ら
国
分
寺
の
も
の
と
思
わ
れ
る
古
瓦
や
須
恵
器
、

土
師
器
等
が
散
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工
事
施
工
前
に
埋
蔵
文

化
財
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

調
査
は
、
国
分
市
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
鹿
児
島
県
教

育
庁
文
化
課
の
協
力
を
得
な
が
ら
第
一
次
調
査
（
確
認
調
査
）
を

昭
和
六
十
一
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
第
二
次
調
査
（
本

調
査
）
を
六
十
二
年
八
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
本
遺
跡
は
縄
文
時
代
後
期
、
奈
良

•

平
安
時

代
、
江
戸
時
代
の
三
つ
の
時
代
の
遺
跡
が
複
合
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
縄
文
時
代
の
遺
物
は
、
第
一
次
調
査
時
の
第
十
四
卜

レ
ン
チ
（
国
分
市
立
図
書
館
北
側
）
の
比
較
的
安
定
状
態
の
地
層

（第

vm)
か
ら
出
土
し
た
。
遺
物
と
し
て
は
、
土
器
片
が
ほ
と
ん

ど
で
出
水
式
土
器
、
岩
崎
上
層
式
土
器
、
市
来
式
土
器
、
特
殊
土

器
等
が
出
土
し
た
。
出
土
し
た
遺
物
に
つ
い
て
は
、
や
や
ロ

ー

デ
ィ

ン
グ
を
受
け
て
い
る
感
は
あ
る
が
、
出
土
状
態
、
層
序
等
は

安
定
し
て
お
り
、
近
辺
に
縄
文
時
代
後
期
を
中
心
と
す
る
遺
跡
が

埋
蔵
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。
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鍛
冶
屋
馬
場
遺
跡
で
出
土
し
た
布
目
瓦
は
、
昭
和
五
十
六
年
九

奈
良
•
平
安
時
代
の
遺
構
は
、
そ
れ
ぞ
れ
東
西
に
走
る
溝
状
遺

構
が
三
基
、
土
壊
が
一
基
検
出
さ
れ
た
。
溝
は
国
分
寺
の
築
地
壁

に
伴
う
外
濠
と
思
わ
れ
る
大
規
模
（
幅
五
・
六
認
、
深
さ
二

．

o

認
）
な
も
の
と
、
そ
れ
ぞ
れ
築
地
壁
に
伴
う
内
濠
（
幅

O
・
八

討
、
深
さ
0
・
九
認
）
、
雨
落
溝
（
幅
0
•

四
認
、
深
さ
O
·

ニ

五
討
）
が
検
出
さ
れ
た
。
土
壊
は
溝
状
遺
構
に
隣
接
す
る
か
た
ち

で
検
出
さ
れ
、
形
状
は
摺
鉢
型
を
呈
し
、
最
大
径
六

・
ニ
討
、
深

さ―

.

-

2

い
を
測
る
。
い
ず
れ
も
、
遺
構
中
に
多
量
の
布
目
瓦
が

混
在
し
、
出
土
遺
物
か
ら
時
代
も
同
時
期
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
遺
物
に
関
し
て
は
、
布
目
瓦
が
ほ
と
ん
ど
で
、
土
師
器
、
須

恵
器
等
は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
の
遺
構
と
し

て
は
、
土
壊
三
基
、
鍛
冶
炉
六
基
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

本
遺
跡
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
と
し
て
、
大
隅
国
分
寺
の
中
心

（
伽
藍
地
）
を
石
造
層
塔
と
し
て
二
町
四
方
の
規
模
と
考
え
る

と
、
寺
域
の
北
限
と
今
回
検
出
し
た
溝
状
遺
構
の
と
が
大
体
に
お

い
て
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺
構
は
大
隅
国
分

寺
の
築
地
塀
に
伴
う
外
濠
、
内
濠
、
雨
落
溝
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
が
、
今
後
の
調
査
、
研
究
に
よ
っ
て
よ
り
明
確
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
'
,

（
軒
平
瓦
）

-
a
類

周
縁
は
素
文
帯
。
外
区
は
上

・
下

・
側
帯
に
珠
文
を

で
あ
る
。

ニ
類

一
類

月
鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
課
に
よ

っ
て
発
掘
調
査
さ
れ
た
大
隅
国

分
寺
跡
（
国
分
市
立
図
書
館
駐
車
場
）
か
ら
出
土
し
た
布
目
瓦
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

（
軒
丸
瓦
）

周
縁
は
広
く
高
い
直
立
縁
（
内
斜
面
）
で
粗
文
。
外
区

は
珠
文
を
二
本
隆
起
線
で
囲
ん
だ
珠
文
帯
。
花
弁
は
六
葉

複
弁
で
間
弁
を
も
つ
。
中
房
蓮
子
は
平
形
で
一
十
四
十
八

で
あ
る
。
特
徴
と
し
て
キ
ズ
が
瓦
当
面
に
残
る
。

周
縁
は
や
や
広
く
高
い
直
立
縁
で
粗
文
。
外
区
は
珠
文

を
二
本
隆
起
線
で
囲
ん
だ
珠
文
帯
。
花
弁
は
八
葉
複
弁
で

間
弁
は
も
た
な
い
。
中
房
蓮
子
は
圏
縁
付
平
形
で
一
十
八

三

a
類

周
縁
は
直
立
縁
で
粗
文
。
外
区
は
珠
文
は
な
く
二
本

の
隆
起
線
か
ら
な
る
。
花
弁
は
十
一
葉
単
弁
で
間
弁
は
も

た
な
い
。
中
房
蓮
子
は
圏
縁
付
平
形
で
一
十
五
で
あ
る
。

三
b
類

三

a
類
に
珠
文
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
も
の
。

四
類
周
縁
、
外
区
は
不
明
。
花
弁
は
八
葉
単
弁
で
間
弁
を
も

つ
。
中
房
蓮
子
は
平
形
で
一

十
八
で
あ
る
。
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【参
考
文
献
】

「
鍛
冶
屋
馬
場
遺
跡

・
亀
ノ
里
遺
跡
」

四
類
草
文

ニ
類

周
縁
は
や
や
広
い
素
文
帯
。
外
区
は
上

・
下
帯
に
珠
文

を
施
す
。
内
区
は
や
や
間
延
び
し
た
扁
行
唐
草
文

周
縁
は
素
文
帯
。
珠
文
は
な
く
、
内
区
は
彫
刻
扁
行
唐

文

-
d
類

一
九
八
九

め
ぐ
ら
す
。
内
区
は
扁
行
唐
草
文

-
b
類
周
縁
は
素
文
帯
。
外
区
は
上
・
下

・
側
帯
に
間
隔
狭

＜
珠
文
を
め
ぐ
ら
す
。
内
区
は
扁
行
唐
草
文

-

C

類
周
縁
は
や
や
広
い
素
文
帯
。

外
区
は
上

・
下

・
側
帯

に
珠
文
を
め
ぐ
ら
す
。
内
区
は
や
や
文
様
の
小
さ
い
扁
行

唐
草
文周
縁
は
や
や
広
い
素
文
帯
。
外
区
は
上

・
下

・
側
帯

に
や
や
大
き
め
の
珠
文
を
め
ぐ
ら
す
。
内
区
は
扁
行
唐
草

文

ニ
類
「
大
隅
国
分
寺
跡
確
認
調
査
事
業
報
告
」
昭
和
五
十
六

年
か
ら
参
照

周
縁
は
素
文
帯
。
外
区
は
上

・
下
帯
に
や
や
大
き
め
の
珠

文
を
施
す
。
内
区
は
一
類
と
文
様
の
異
な
っ
た
扁
行
唐
草

国
分
市
教
育
委
員

会
「
大
隅
国
分
寺
跡
確
認
調
査
事
業
報
告
」

員
会

「
日
向
国
分
寺
址
跡
」
一
九
六
三
宮
崎
県
教
育
委
員
会

「九
州
古
瓦
図
録
」
一
九
八
一
九
州
歴
史
資
料
館

「創
立
七
十
周
年
記
念
誌
」
一
九
八
四
県
立
国
分
高
等
学
校
創
立
七

十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会

一
九
八

国
分
市
教
育
委
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二 国分市内の各遺跡

嚢
""'---i: 噂, ___  , 洛・.

三鬱―a

一~-;;字-な―----— ，柘認つt~~~ 鬱pD 

口
い
は讐．

？
函
吝
〗

i

鼻
[
-
]
 

c□ 凰皇,g1 三
〗
江―w,;, 
丘必

刀
日
は

澄巴箆蕊
“”社u.=なコ,"1'i,~ 
決、与、--..

て云':, I. 雰マ9―

忍 膚a

口
／
 ．公

5

・喜謬

芝
品
急
翌.、ぶ.1
5
 

9
,
 葬

翌喜し
ぐ

.9
 
§
p
 

ぷ・
・

虞
噂
応
亨
督99.”

器

.t
『一ぷ
‘
f

土

f

ゞ
i

類e
 

9

-

i

{
 

二
~

ー

ii「
ì-
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一 国分市内の各遺跡

、口~ 尺＝

\~ ニ／ ミニエニ／
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図31 溝 1土壊l断面図

溝 1 断面図

-1: 城断面図

0 Im 

~- ..J 
図32 溝 1出土遺物実測図
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ここ

亘

三ご
0 5 cm 

l 瑶赤褐色粘質土

2 褐灰色砂質土（微粒子）
3 暗赤灰色粘霞土

1..,. - ...J 

II (やや灰色）

5 暗赤褐色粘賃土（シハトを含む）

6 爵褐色枯費土
7 灰臼色粘償t
8 褐灰色粘質土

9 褐灰色粘質土(8層よりやや灰色が強い）

IO 褐灰色枯質土（灰色が強い、砂を含む）

l 藉褐色土

2 II (茶褐色のパミスを含む）

3 掲猥色土
4 陪褐色±(!層よりやや扉砂ま しり）

5 賠灰褐色土
6 辟灰色粘質土
7 II (6層よりやや細粒子）
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一 国分市内の各遺跡

大 l偶国分寺 布目瓦＜軒瓦）の分類 II類

＊軒丸瓦

ID a類

図35 大隅国分寺布目瓦分類 1 

Illb類

w類 I b類

図36 大隅国分寺布目瓦分類 2 
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I C類 II類
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I b類 III類
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図37

w類

図38 大隅国分寺布目瓦分類 4 
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― 国分市内の各遺跡

755 

上溝状遺構1検出状況（西より）

中 溝状遺構1検出状況（東より）

下溝状遺構 l土層断面



上溝状遺構1完掘状況（東より）

中 溝状遺構完掘全景

下土塙1完掘状況

発掘調査報告
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国分市内の各遺跡

~]、
滋f
 

上

中

下

“ 
溝状遺構2、3出土状況（東より）

溝状遺構2 遺物出土状況

溝状遺構2、3出土状況（西より）
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上溝状遺構3 遺物出土状況

中溝状遺構2、3完掘状況（東より）

下井戸跡検出状況

発掘調査報告
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一 国分市内の各遺跡

759 

上鍛冶炉検出状況

中 鍛冶炉遺物検出状況

下土層断面



上土師器出土状況

中軒平瓦出土状況

下溝状遺構 l 発掘風景

発掘調査報告
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― 国分市内の各遺跡

761 

上土塙 l発掘風景

中 土壊 l溝状遺構2、3発掘風景

下溝状遺構2、3発掘風景
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昭
和
六
十
二
年
(
-
九
八
七
）
、
加
治
木
土
木
事
務
所
は
都
市

計
画
街
路
事
業
と
し
て
街
路
の
改
良
工
事
を
計
画
し
た
。
そ
の
一

路
線
が
県
道
参
宮
線
で
、
市
街
地
の
北
側
を
東
西
に
走
る
県
道
で

あ
る
。
加
治
木
土
木
事
務
所
が
事
業
の
執
行
に
あ
た
り
、
当
該
地

く
く
し
て
い
る
。

国
府
（
小
路
）
遺
跡

国
府
（
小
路
）
遺
跡
「
以
下
、
小
路
遺
跡
」
は
、
国
分
市
中
央

一
丁
目
の
県
道
参
宮
線
に
位
置
す
る
。
遺
跡
地
は
、
国
分
市
街
地

の
北
側
に
位
置
し
、
後
背
地
に
姶
良
カ
ル
デ
ラ
壁
の
独
立
丘
陵
状

の
鼻
連
山
、
愛
宕
山
を
控
え
、
南
側
は
鹿
児
島
湾
に
面
し
た
沖
積

平
野
へ
と
広
が
る
標
高
―
二
い
い
か
ら
一
四
討
の
微
高
地
上
に
あ

る。
と
く
に
、
本
遺
跡
は
大
隅
国
分
寺
跡
と
大
隅
国
府
（
推
定
地
）

と
の
中
間
に
位
置
し
、
地
形
か
ら
も
河
岸
段
丘
で
形
成
さ
れ
た
台

地
上
に
あ
り
、
現
在
の
街
並
み
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
古
い
時

期
か
ら
居
住
区
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
場
所
で
も
あ
る
。

本
遺
跡
地
は
江
戸
時
代
初
め
に
舞
鶴
城
（
隼
人
新
城
）
を
築
城

し
た
際
、
舞
鶴
城
に
合
わ
せ
て
区
割
り
を
敷
い
た
た
め
、
そ
れ
ま

で
の
大
隅
国
分
寺
や
大
隅
国
府
を
基
調
と
し
た
街
並
み
か
ら
一
変

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
江
戸
時
代
以
前
の
街
並
み
を
分
か
り
に

7
 

域
の
埋
蔵
文
化
財
の
有
無
を
国
分
市
教
育
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
地
が
大
隅
国
分
寺
跡
の
周
知
の
埋
蔵

文
化
財
包
蔵
地
で
あ
り
、
周
辺
か
ら
布
目
瓦
や
土
師
器
・
須
恵
器

片
等
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
工
事
施
工
前
に
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

調
査
は
、
国
分
市
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、
鹿
児
島
県
教

育
庁
文
化
課
の
協
力
を
得
な
が
ら
第
一
次
調
査
（
確
認
調
査
）
を

昭
和
六
十
三
年
三
月
、
第
二
次
調
査
（
本
調
査
）
を
同
年
八
月
か

ら
十
二
月
に
か
け
て
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
遺
構
に
つ
い
て
は
、
東
西
又
は
南
北
に
延
び
る

溝
状
遺
構
が
二

0
基
、
土
壊
が
二
基
、
布
目
瓦
の
瓦
溜
ま
り
一
箇

所
が
検
出
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
出
土
遺
物
（
布
目
瓦
、
土
師
器
・

須
恵
器
片
等
）
か
ら
大
隅
国
分
寺
跡
や
鍛
冶
屋
馬
場
遺
跡
で
検
出

し
た
遺
構
と
ほ
ぽ
同
時
期
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
た
だ
、
大

隅
国
分
寺
の
創
建
時
が
い
ま
だ
不
明
で
あ
る
こ
と
や
、
土
師
器
・

須
恵
器
片
の
出
土
例
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
時
期
の
特
定
に
つ
い

て
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。

溝
状
遺
構
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
既
設
道
路
部
分
が
す
で
に
削

平
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
検
出
面
が
道
路
拡
張
部
分
の
わ
ず
か
な

範
囲
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き

762 
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な
か
っ
た
。
出
土
遺
物
に
つ
い
て
、
と
く
に
多
量
に
出
土
し
た
布

目
瓦
（
軒
丸
瓦
や
軒
平
瓦
）
は
鍛
冶
屋
馬
場
遺
跡
で
出
土
し
た
瓦

と
同
類
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
で
あ
る

土
師
器
・
須
恵
器
片
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
調
査
の
指
標
と

な
る
べ
く
、
形
態
と
法
量
の
面
か
ら
試
み
よ
う
と
し
た
が
、
出
土

例
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
編
年
の
製
作
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ

た
。
遺
物
は
、
こ
の
外
に
江
戸
時
代
の
遺
構
か
ら
青
磁
、
染
め
付

け
、
瓦
器
、
桟
瓦
の
出
土
を
み
た
。

本
遺
跡
で
の
発
掘
調
査
の
成
果
と
し
て
、
大
隅
国
分
寺
跡
と
大

隅
国
府
（
推
定
地
）
の
ほ
ぼ
中
間
地
点
に
こ
の
よ
う
な
遺
構
・
遺

物
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
と

く
に
一
類
の
軒
丸
瓦
（
瓦
当
に
キ
ズ
が
あ
る
こ
と
か
ら
同
じ
型
枠

で
作
製
さ
れ
た
）
が
瓦
溜
ま
り
や
溝
状
遺
構
か
ら
出
土
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
遺
構
と
大
隅
国
分
寺
（
国
分
市
立
図
書
館

駐
車
場
）
や
鍛
冶
屋
馬
場
遺
跡
の
遺
構
と
が
同
時
期
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

当
時
、
瓦
を
葺
い
て
い
た
建
築
物
と
い
う
と
、
あ
る
程
度
限
ら

れ
て
く
る
。
例
え
ば
、
官
舎
や
尼
寺
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。
今
後
の
調
査
、
研
究
に
よ
っ
て
よ
り
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ

と
見
て
よ
い
。

宮
崎
県
教
育
委
員
会

【
参
考
文
献
】

「
鍛
冶
屋
馬
場
遺
跡

・
亀
ノ
里
遺
跡
」

会
「
国
府
（
小
路
）
遺
跡
」
一
九
九

0

国
分
市
教
育
委
員
会

「
大
隅
国
分
寺
跡
確
認
調
査
事
業
報
告
」
一
九
八
一
国
分
市
教
育
委

員
会

「
日
向
国
分
寺
址
跡
’l

る。

一
九
六

一
九
八
九

国
分
市
教
育
委
員
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0 12.5m 
I I 

図40 小路遺跡グリッド配置図

I 層 暗褐色の表土層である。

ll 層 暗褐色の盛土層である。軽石，小石，バミス等

を含む。

ma層 暗褐色土で，軽石，小石を含む。奈良 • 平安時

代の遺物包含層である。

m b層 暗褐色土で，粒子はIlla層より細かく，枯性を

帯びている。奈良• 平安時代の遺物包含層であ

る。

N 層 茶褐色土で，粒子は細かく粘性を帯びている。

鉄・マンガンが層底部に含まれている。

v 層 白灰色のシルト層で，粒子は細か く粘性は強い。

シラスの二次堆積したものである。

VI 層 黄褐灰色砂層で，粒子はやや粗く，含水率は高

い。沖積世堆積層で，遺物，遺楕はまったくみ

られない。

図41 標準土層図



発掘調査報告

c
 

A
 

A' 

， C' 
B
 

0 Im 
L日」

8' 

A
 

A'C 

-J3M-

R 

C' 

13M 

B
 

B' 

12.5M 
A -

A' 

12.5M 

0 Im 

L..---J 

図42 上溝状遺構1平面実測図下溝状遺構2、4平面実測図

766 



．、
-l.9J □

昌屈f 函

î  9-

菌翠やS翌把中囲I

を
、........._. 

．`
ぶ
9

芝
弩
t

~
 ~. 

ニ
ー
鼻
:-((

¥';:'兵
唸
咋
芦
'

y:-,,.,.,
 .
 

ー_., 

・ゞ'

(I)

國華禄志細廿丑〇濫薩

｀／ 誓召誓，9ノ｀く5羞こ、。ヽぶ
T

；鯰喜裕彦[.辱已一

'□喜〗口〗ミ

7ー~

E 0 s 0 

口
Eヱ図

迄l



発掘調査報告

9
,
 
▲“ 
'9'
,9・ 

•• 
＇` 
’
‘,r' 

.9,
~,~
•9 

，
 

i
c
・
9̀

,
 

/̀
2
9
 

"-----1. こ

し

~cl 

＼二

C:l=1 

",_j_J 

こ

O 5 cm 
I " " I 

r-
i

冒
□

位
袋

~

彎
:

置
磯
．了

忍
翌
｀y

、̀
．'

＇も
、ゞ

ふ
'
f

ゞ
ぶ心
心
慕
‘-

巡
ゞ
ぶ

／
 

J
 

酔
瞬
[戸

窃
託
韮囀
'
闘
壼s:'
-

.9

"
 
9
9
 

;．．べ"il""
・:'^`
‘,＂さ・・、
．．
 

芦
翌
竺
'

・、

．．
 

ヽ
'
i
g
,
 

r.
＂存笈

ふ矛;
‘ 

:' ••••. 
F-
•‘ •• 

？
讐

晶芯．門：・・

豆
翌
緊
．
ふ
ド

・

;•J··;

-·-r

9 

.

.
 

9
・
・
‘‘
.
 

．．
 

．．
． 
・’ 

9

・
 ＼

ノ

＼ 
u7  ~ 
図44 瓦溜り出土遺物実測図(3) ゜

(J 
5 cm 

I , " I 

土壊1出土遺物実測図

768 



7 6 9  

1 回 半 丑 互 S 成 底 落



発掘調査報告

上発掘調査全景

下発掘調査A・B-20~25区
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上土壊5、6検出状況

中瓦溜り検出状況

下溝状遺構 l 検出状況
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上溝状遺構14 検出状況

中溝状遺構14 土層断面

下溝状遺構17、18検出状況

発掘調査報告
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上中 瓦溜り遺物出土状況

下 瓦溜り土師器出土状況
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上土層断面

中石敷当

下発掘調査風景

発掘調査報告

774 



一 国分市内の各遺跡

775 

上発掘調査風景

中発掘調査前

下発掘調査後


